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国連大学、市民公開講座をシリーズで開催  国連大学、市民公開講座をシリーズで開催  

地球社会が抱える諸問題を市民と共に考える 地球社会が抱える諸問題を市民と共に考える 

講座名:  国際連合大学公開講座～地球規模課題シリーズ 講座名:  国際連合大学公開講座～地球規模課題シリーズ 

第 1 回テーマ: 平和構築の死角 第 1 回テーマ: 平和構築の死角 

日時: 2008 年 2 月 22 日 (金) 午後 4 時 30 分～午後 6 時 45 分  日時: 2008 年 2 月 22 日 (金) 午後 4 時 30 分～午後 6 時 45 分  

場所:  国連大学本部ビル（渋谷区） 5 階エリザベス・ローズ国際会議場 場所:  国連大学本部ビル（渋谷区） 5 階エリザベス・ローズ国際会議場 

講師: 青井千由紀氏 青山学院大学国際政治経済学部准教授 講師: 青井千由紀氏 青山学院大学国際政治経済学部准教授 

コメンテーター: 脇阪紀行氏 朝日新聞論説委員 コメンテーター: 脇阪紀行氏 朝日新聞論説委員 

  

国連大学は 2008 年 2 月から「国連大学公開講座～地球規模課題シリーズ」と題した日本語による市民

向け公開講座を開きます。本講座では、紛争解決・環境汚染など、国境を越えた地球規模の諸問題に

ついて国連大学にご協力いただいている専門家が講演する他、参加者と一緒に考え、問題意識の共有

化を図ることを目指します。各回のテーマは、国連大学出版部が刊行、もしくは刊行を予定している図書 
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ついて国連大学にご協力いただいている専門家が講演する他、参加者と一緒に考え、問題意識の共有

化を図ることを目指します。各回のテーマは、国連大学出版部が刊行、もしくは刊行を予定している図書 
から選択し、講師はそれぞれの図書の著者または編者を予定しています。一般市民、とりわけ学界、産

業界、市民社会グループを含めた幅広い方々の参加を期待しています。 
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初回となる 2 月 22 日（金）の講座テーマは「平和構築の死角」。講師は 2007 年 5 月に国連大学出版部

から刊行された Unintended Consequences of Peacekeeping Operations の編者の一人である青山学院

大学国際政治経済学部准教授の青井千由紀氏。コメンテーターとして朝日新聞論説委員の脇阪紀行氏

が参加されます。質疑応答を通じての参加者からの積極的な議論参加も本講座の見所です。 
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当日の模様は、ウェブキャストでも閲覧可能です。http://c3.unu.edu/videoportal/?175当日の模様は、ウェブキャストでも閲覧可能です。http://c3.unu.edu/videoportal/?175
 

当講座の取材に関する連絡先： 

国連大学広報部 担当：谷野（やの） （電話：03-5467-1311、Eメール：media@unu.edu）  

 

背景 

• 2007 年 5 月に国連大学出版部から刊行された Unintended Consequences of Peacekeeping 
Operations では、世界の平和維持活動には意図せぬ結果が生じることがあると論じています。日本

は現在、2005 年 12 月に国連に設立された「平和構築委員会」の議長国を務めていて、平和構築に

おける国際的な役割を拡大し、日本の外交政策の大きな柱にしようとしています。それだけに日本は

今こそ、平和維持活動によって引き起こされる影響がどのようなものか、理解を深める必要があります。

また日本の平和維持・構築活動への貢献はその経験においても人的資源においてもまだ十分とは

言えません。軍隊派遣の是非についての議論の潮流は出来ていませんし、現場レベルでの貢献は

今後の課題です。第１回講座では、日本および国連による平和維持活動についての深い議論が期

待されています。 

• 日本は今年 5 月に第 4 回アフリカ開発会議（TICAD IV）を、そして 7 月には G8 北海道洞爺湖サミ

ットを開催します。こうしたことを踏まえ、地球規模課題シリーズでは、引き続き、持続可能な環境、国

際平和、ガバナンス（統治）といった幅広い分野での議論に貢献していくことを目指します。 
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国際連合大学公開講座～地球規模課題シリーズ 

今後の予定（暫定案） 

 

第 2 回  日時：  2008 年 3 月 21 日（金） 
  テーマ：  International Water Security 
    ～水の安全保障 
  スピーカー： 中山 幹康 
    東京大学大学院 新領域創成科学研究科 教授 
  コメンテーター： 高橋 裕 
    国連大学上席学術顧問 
 
第 3 回  日時：  2008 年 4 月 18 日（金）  
  テーマ：  Climate Change in Asia 
    ～アジアの気候変動 
  スピーカー： 亀山康子 
    国立環境研究所 地球環境研究センター 主任研究員 
  コメンテーター： 鮎川ゆりか 

WWF ジャパン 自然保護室 気候変動グループ長 
 
第 4 回  日時：  2008 年 5 月 16 日（金） 
  テーマ：  Sustainable Cities 
    ～都市の持続可能性 
  スピーカー： 柴田徳衛 

東京経済大学 名誉教授 経済学博士 
  コメンテーター： 玉川英則 
    首都大学東京 教授 
 
第 5 回  日時：  2008 年 5 月 30 日（金） 

テーマ： Interlinkages and the Effectiveness of Multilateral Environmental 
Agreements 

    ～多国間協定と地球環境 
  スピーカー： W．ブラッドニー チェンバース 

国連大学高等研究所 シニアプログラムオフィサー 
  コメンテーター： 小川晃範 
    国連大学 シニアフェロー 
 

国際連合大学は、人間の安全保障や開発といったグローバルな課題に関する知識の普及と人材の育成を目的として

1975 年に設立された、本部（東京）を拠点に世界各地に研究のネットワークを持つ国連総会傘下の独立機関です。 
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